
史

的

重
要

性

ま

た

は
自

然

美

を
有

す

る
地

の
た

め

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト

と

そ

の
評

議

会

の
権

限

を
拡

大

す

る

こ
と

、

お

よ
び

他

の
目

的

の
た

め
に

一
九
〇

七

年

か

ら

一
九

三
九

年

の
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト
法

を
修

正
す

る
法
律

(
一九
五
三
年
五
月
六
日
)

一
九
〇
七
年

の
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
法

(
こ

の
法
律

で
は

一
九
〇
七
年

の
法
律
と

い
う
)

に
よ

っ
て
史
的
重
要
性
、
ま
た
は
自
然
美
を
有

す
る
地
の
た
め
の
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

(
こ
の
法
律

で
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
と

い
う
)
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
し
て

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
は
国
民

の

た
め
に
、
美

ま
た
は
史
的
重
要
性

を
有
す

る
土

地
と

(
建
物

を
ふ
く
む

)
借
地

の
永

久
保
存
を

促
進

す
る

こ
と
を
目
的

と
し
て
、
さ
ら
に
土
地

に
関
し
て
は

(
実

施
可
能
な
限
り
)
そ
の
自
然

形
勢

の
特
色
と
、
動
植
物

の
生
活

を
保
存
す

る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

そ
し
て

一
九

一
九
年

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
慈
善
計

画
承
認
法
、

一
九
三
七
年

の
ナ

シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
法
、
お
よ
び

一
九
三
九
年

の
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
法

に
よ
り

ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
の
目
的

は
拡
大
さ
れ
、
よ
り

大
き

な
権
限
が

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
に
与

え
ら
れ

た
。

そ
し
て

一
九
〇
七
年

の
法
律

に
は
、

ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
の
普

通
寄
付
会
員

の
最
低
会

費

と
そ

の
責
任
お
よ
び
支
払

い
に

つ
い
て
の
規

定
が
ふ
く
ま
れ

て
い
る
。

そ
し
て
上
述

の
規
定

は

こ
の
法
律
が
規
定
す
る
よ
う

に
修
正
さ
れ
、

そ
し
て
普

通
寄
付
会
員

の
会
費

に

つ
い
て
、
こ

の
法
律
に
ふ
く
ま
れ
て

い
る
規
定

は
立
法
化
さ

れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

そ
し
て

一
九
〇
七
年
か
ら

一
九
三
九
年

の
ナ

シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
法
に
基
づ
き
、
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
評
議
会
に
帰
属
す
る
投
資

の

権
限
は
過
度

に
制
約
さ
れ

て
お
り
、

ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト

の
目
的
を

い

っ
そ
う
効
果
的

に

実
行
す

る
た
め
に
は
、
上
述

の
評
議
会

の
投
資

の
権
限

を
こ
の
法
律

の
規
定
す
る
よ
う
に
拡
大

す
る

の
が
適
当

で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
法
律

の
目
的

は
、
国
会

の
承
認

を
得
な
く
て
は
達
成
さ
れ
な

い
も

の
で
あ

る
。

ゆ
え
に
女

王
に
は
こ
の
法
律

の
立
法
化
が
御

意

に
か
な

い
、
本

国
会

で
上
院

お
よ
び
下
院

の

助
言
と
同
意

、
そ
し
て
そ

の
承
認
を
得

て

つ
ぎ

の
よ
う

に
立
法
化
さ
れ

ま
す
よ
う
。

第

一
条

(
一
)

こ
の
法
律

は

一
九
五
三
年

の

ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
法

と
い
う
。

(
二
)

一
九
〇
七
年
か
ら

一
九
三
九
年
の

ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
法

と
こ
の
法
律

は
ま

と
め
て
、

一
九
〇
七
年
か
ら

一
九
五
三
年
の

ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
法

と
い
う
。

第

二
条

主
題

ま
た
は
内
容

が
別

に
必
要

と
し

な
け
れ
ば
、

「
一
九
〇

七
年

の
法
律
」

は

一
九
〇
七
年

の

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
法

を
意
味
す

る
。

「
評
議
会
」

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
評

議
会

を
意
味

す
る
。

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
」

は
史
的
重
要

性
、

ま
た
は
自
然
美
を
有

す
る
地

の
た
め
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
を
意
味
す

る
。

第
三
条

(
一
)
評
議
会

は
随

時
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
の
普
通
寄
付
会
員

の
資
格

に

必
要
な
年
額
会
費

の
最
低
額
を
、
議

決
に
ょ

り
決
定
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
そ
の

最
初

の
議
決
の
施
行
か
ら
、

一
九
〇
七
年

の

法
律

の
第
十
四
条

(
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス

ト
の
構
成

)

の

(
イ
)

は
無
効

と
す
る
。

(
二
)
前
項
の
い
か
な

る
部
分
も
、
会
費

が

払

わ
れ
た

と
き

に
、
そ

の
額
が
そ
の
と
き
の

普

通
寄
付
会
員

の
資
格

と
し
て
必
要

な
最
低

年
額
会
費
を
下
回
る

こ
と
が
な
け
れ
ば
、
年

額
会
費

の
通
用
期
間
は

(
支
払

い
が
前
項

に

よ
る
破
棄

の
先

で
あ
れ
、
後

で
あ
れ
)
、
普
通

寄
付
会
員

と
し
て
の
地
位

に
影
響
を
与

、兄
る

こ
と
は
な
い
。

(
三
)

一
九
〇

七
年

の
法
律

の

第

一
五

条

(
会
費

)
は
無
効

と
す
る
。

第
四
条

(
一
)

一
九
〇
七
年

の
法
律
の
第

二

七
条
(収

益
の
運
用
)
ま
た

は
第

二
八
条

(
元

金
)

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
い
か
な
る
こ
と
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
評
議
会

は

(
イ
)
上
述
の
第

二
七
条

で
言
及

さ
れ
て
い

る
残
高
、

ま
た
は

(
ロ
)
資
本
金
勘
一定
に
よ
り
随

時
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
が
出

し
入
れ
す
る
そ

の
他
の

金
銭
を
前

述

の

(
ロ
)

で
言
及
さ
れ
て
い
る

金

の
場
合

は
、
そ
れ
に
影
響
を
与

え
る
ト
ラ

ス
ト
の
規
定
、
ま
た
は
そ
れ
に
付
随
す
る
か

ま
た
は
そ
の
寄
贈
者
の
課
す
条
件
、
指
示
ま

た
は
限
定

に
従

っ
て
以
下

の
投
資
物
、
有
価

証
券
、
債
券

に
投
資
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

一
、
受
託
者

が
法
律
に
ょ
り
当
分
の
間
、
信

託
資
金

を
投
資
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い

る
投
資
物

二
、

英
国
自
治
領
、
ま
た
は
保
護
領
ま
た
は

米
国
の
公
債

ま
た
は
国
債
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三

、
英

国

、

英

国
自

治

領

ま
た

は
保

護

領
、

ま

た

は
米

国

で
登
録

さ

れ

た

か
設

立

さ

れ

た

法

人

、

会

社

、
公
共

企

業

体

、
投
資

信

託
会

社

保

険

会

社

の
預

金

、

受

領

証

書
、

社

債

、

社

債

券

、

担

保
、

ま

た

は
上

述

の

法

人
、

会

社

ま

た

は
団
体

に

よ

っ
て
発
行

さ

れ
、

保

証

さ

れ

た

保

証
先

取

特

権

、
優

先
株

、

普

通

株

、

据

え
置

き
株

、

あ

ら

ゆ

る
担

保
、

ま

た
銀

行

ま

た

は
保

険

会

社

の
場
合

は
、

払

い
込

み

請

求

ま

た

は
弁

債

に
対

す

る
責

任

の
有

無

に
関

係

な
く

上

述

の
も

の
。

(
二
)

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

は
購

入

以

外

の
手

段

で

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス

ト
に
譲

渡

さ

れ

る
投

資

は
、

そ

れ

が

こ
の

条

の
前

述

の
規

定

に

よ

っ
て
承

認

さ

れ

る
性

質

の

も

の

で
な

い
場

合

も
保

有

す

る

こ

と
が

で

き

る
。

(
三

)

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト

に

よ

っ
て

さ

れ

た
投

資

は
、

す

べ

て

一
九
〇

七
年

の
法

律

の
規

定

に
従

っ
て
任

命

さ

れ

た
財

政

委

員

の
助

言

と
指

示

に

よ

り

さ

れ

る
。

(
四

)

一
九

三

七
年

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト
法

第

四
条

の

(
ロ
)

項

(
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト

の
権

限

の
拡

大

)
の
う

ち
、

「
ト

ラ

ス

ト
基

金

の
投

資

の
た

め

の

一
般

法

則
」

は

「
一
九

五

三
年

の

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・
ト
ラ

ス

ト

法
第

四

条

(
投

資

の
権

限
)

と
読

み

か

え

る
。

第

五
条

こ
の
法

律

の
申

請

お

よ

び
制

定

の
準

備

そ

の
他

に
付

随

す

る
費

用

は

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト
が

支

払

い
、

そ

の
全

部

ま

た

は

一
部

を

収

益

か

ら

支
払

う

こ
と

が

で
き

る
。
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